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＜連絡事項＞

· プログラムテキスト提出の為、2/27（金）までに修正、確認を済ませておくこと。

＜外来患者様情報＞

· 細越　定生　様～先週、先々週と採血施行している。採血の結果、HbA1c　7.2％（先々週8.2％）、

血糖148mg/dl（先々週159mg/dl）。体重122kg（先週+1kg）。食事療法と運動療法を行うよう説明あり。

· 山田　健次　様～部屋はあたたかくしているので、寒くはないと話されている。食事、睡眠はとれ

ているとのこと。

· 平　　康子　様～食事制限（1600kcal）は守っていると話されている。体重65.4kg、甘いものは

食べているとのこと。

· 小野寺　文明様～眠れなかったことがあったが、内服調整はなし。不眠についての原因はわからな

いと話されている。15日に、母の面会に兄と行ってきたとのこと。

· 奥山　以依子様～採血施行。尿検査にて、尿蛋白+1の結果だが、様子観察としている。えんぶり

鑑賞に行ったことを話されている。3月はボーリングに行くとのこと。

· 船場　幸子　様～役所から書類がきたが、銀行印と自分の持っている印鑑が違うとのことで、手続

きに行ったと話されている。

· 鈴木　恵美子様～自宅の留守番や犬の散歩などで忙しい為、3週間分処方希望あり。3週間分処方

している。

· 佐藤　朗子　様～仕事を3日続けて行うと、3日目が疲れると話されている。4月から8時間勤務

になるが、お金のために頑張ると話されている。

· 長瀬　紘一郎様～えんぶり鑑賞に行ったことについて話されている。「観光客がたくさんいた。甘

酒を飲んできた」と話す。

· 中居　松男　様～疲労があるとのこと。内服は2週間分処方。4週間分処方でも良いこと説明する

が、「先生の顔見にきます」と遠慮している。

· 大久保　康弘様～「安定している気がします」と話されている。えんぶりはテレビで観たとのこと。

· 上久保　善郎様～体重91.8kg。本日から外泊をするとのこと。「あかしやの通所を利用するかもし

れない」と話されている。

· 鹿原　博夫　様～特に変わりはないとのこと。

· 中居　美津子様～「富田さんのお姉さんが入院したから、セルリアンが大変」と話されている。

· 柳町　信之　様～テレパシーは聴こえるとのこと。「三春屋やユニバースに行って何か買って来い

と聴こえるので、買っている」と話す。幻聴には左右されていないと主張している。行動をする時は、違法行為は行わないように説明している。

· 前野　義勝　様～「通所でも料理教室をしたらどうか」「内服だけではなく、そういうことも必要

だ」と担当医に話している。通所スタッフにも相談するよう説明している。

＜利用者様情報＞

· 大久保　恒夫様～昨日、表情の険しさみられており、「あの若い子（遠藤里菜様）に『何睨んでん

だよ』って言われた。俺はあいつのこと見てないのに、それからずっと睨まれる」と不満をスタッフに口調強く訴えている。訴えを傾聴し、遠藤様にもそのようなことがないようスタッフから話をすること説明している。

· 遠藤　里菜　様～大久保恒夫様より、上記の訴えあり。また、ロッカールームのドアが少し開いて

いたことに対して、他メンバーに「ちゃんと閉めていけ！」と怒鳴ることもあった。来所時、同じような行為が頻繁にみられる為、何かあった場合、急に叫ぶのではなく一度スタッフに相談するように説明しているが、「わかっているけど、カッとなって叫んでしまう」と話されている。同行為があった場合はその都度振り返りを行っていき、現在の通所時の状況について、三戸郡地域生活支援センタースタッフにも情報提供していくこととする。

· 平　　京子　様～・両手広範囲が表皮剥離している状態。あかぎれもあり、出血・化膿もみられて

いる。ハンドクリームは塗っていないとのことで、皮膚科受診を勧めるも本人は気乗りしない様子。青山荘スタッフにも情報提供していく。

・月曜日の疾病教室にて、ジプレキサの副作用として体重増加があること説明すると、「じゃあ薬を減らしてもらう」と話している。副作用は必ず出るというわけではないこと、現在本人には体重増加の副作用は出ていないことを説明。本人納得していない様子で、外来受診時に担当医へ相談している。担当医より内服薬の説明の仕方について、誤解のないようスタッフ内で十分に検討するよう指示あり。

⇒説明する際は、些細な言い回しで誤解を生むことがある為、曖昧なことに関しては、その場では伝えない。本人から質問あった場合は、確認をとって対応して行く。

⇒本人の病識は乏しく、怠薬の可能性もある為、内服状況についても確認を行っていく。

· 秋山　和子　様～現在定期的に歯科受診を行っているが、支払いを3割負担で行っているとのこと。

病院PSWに確認をしたところ、重度心身障害者医療受給者証を受けており、手帳の記載によると自己負担は必要ない状態。本人にその件について説明を行うと、明日歯科受診である為、詳細を紙に書いて欲しいと希望あり。市役所への問い合わせは3/6に行くと話されている。本人では詳細をうまく説明・理解できないようなので、必要事項を紙に書いて渡し、手続きの状況など確認を行っていく。

· 今野　容子　様～本日、八戸赤十字病院受診。採血の結果、Ca値6.5、クレアチニン高値の為、ア

ルファロール（カルシウム製剤）処方となっている。牛乳は忘れずに飲むように促していくが、牛乳を飲む事で体調を崩しやすい為、あたためて飲むなど飲みやすい方法を説明していく。

· 田中　正士　様～昨日、えんぶり見学で外出した際、転倒しそうになったと情報提供あり。本日も、

手すりに捕まって這うようにして歩く様子みられている。左足の付け根が痛むとのことだが、運動療法には参加しており、後ろに転がってしまうことがある。頭を打つことはない。青風荘にも情報提供を行っていく。

· 中居　美津子様～定時になっても来所せず、連絡もなし。遅れて来所しており、理由について尋ね

ると「毎日、赤田外科に行くことになっている」と話されている。しばらく受診していなかったのではないかと確認すると、「火曜日は幸房を早退して外科受診した」と事実と異なることを話している。遅れる際には必ず連絡を入れるか、前日の言付けていくように説明するも本人了承せず。今後も本人に声掛けを行っていく。

· 古舘　ヨリ　様～「年金が振り込まれた後に、年金額変更の通知が来る」「2月いっぱいで期限が

切れるんじゃないか」などと年金についての不安をスタッフに話されている。年金が突然切れることはないこと、分からないことがあればデイケアスタッフや病院PSWが相談に乗ること説明している。

＜デイナイトケア事例検討＞

高橋　百壽様（40）男性　　主病名：統合失調症　　合併症：糖尿病、肋間神経痛

デイナイトケア利用開始日：平成21年1月13日

治療計画：調子を崩すと自分の体調や考えを話すことがなくなる為、こまめに相談に乗り安定した通所を促していく。

検討内容：今後の対応について
○現在の様子

· 金銭的な理由で、1月よりデイケアとデイナイトケアを並行して利用を行っている。2/11よりデイナイトケア週5日の利用。安定して通所を行うこと出来ている。睡眠時間は取れており、以前より体調も良いと話されている。

· 金銭的な理由として、「家計が厳しい」「弟嫁がお金を借りに来る」と話されていたが、借金の返済額について「今月から月5千円から1万5千円に増やす」と話されていることがある。

· 一つの事を始めると、そのことばかりに集中してしまう傾向。肋間神経痛を理由に運動プログラムには参加せず、同室で陶芸を行っていることがある。

· スタッフや医師からの説明をかいつまんで理解し、自己解釈を行うことが多い。

· 他者に注意する際、口調強くなることが多く反感を買うこともある。

· 麻雀中に長時間席を立ち他者を待たせたり、備品を使い込んだりと、配慮に欠ける行動もみられる。

· 説明には理解を示し、次回から注意すること出来ている。

○今後の対応

・配慮に欠ける行動、トラブルに繋がるような行動がある時は、その都度声掛けを行っていく。










